
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Pharmaceutical Sciences〉 Pharmaceutical Sciences (Master’s Degree) [⇒Japanese]

genomics and drug development 2 units (selection) each-year(1st semester)

Yasuo Shinohara〈Manager〉 · Professor / Pharmaceutical Life Sciences, Kouji Itou · Professor / Pharmaceutical Chemistry, Part-time Lecturer

Target〉 医薬品の開発や作用機構の解明に際しては，生体の機能発現機構を理解
することが重要になる．本講義では遺伝子やタンパク質の発現，細胞生物学の
基礎をふりかえりながら，医薬品の研究開発の動向を理解することをめざす

Outline〉 生体の機能発現機構を理解するためには，遺伝子やタンパク質の発現
調節機構や細胞工学についての十分な知識を必要とする．本講義ではそれぞ
れの項目について最近の知見を交えながら紹介するとともに，医薬品開発に
向けた応用の可能性について紹介する

Schedule〉
1.遺伝子発現の制御による生体機能の調節 (担当者: 篠原 康雄)
2.遺伝子発現の解析に用いられる実験方法 (担当者: 篠原 康雄)
3.マイクロアレイ解析による遺伝子発現の定量的評価 (担当者: 篠原 康雄)
4.遺伝子発現解析を用いた疾病診断の可能性 (担当者: 篠原 康雄)
5.タンパク質発現解析法の概要 (担当者: 篠原 康雄)
6.質量分析法の基礎 (担当者: 篠原 康雄)
7.質量分析を用いたタンパク質の超微量分析 (担当者: 篠原 康雄)
8.糖鎖生物学と糖鎖工学のトピックス (担当者: 伊藤 孝司)
9.組換え医薬品開発の動向 (担当者: 伊藤 孝司)

10.次世代組換え医薬品と治療技術の開発 (担当者: 伊藤 孝司)
11.幹細胞生物学と再生工学の基礎 (担当者: 伊藤 孝司)
12.ヒト ESおよび iPS細胞研究の動向 (担当者: 伊藤 孝司)
13.再生移植治療の現状 (担当者: 伊藤 孝司)
14.疾患マーカー探索とメタボローム (担当者: 伊藤 孝司)
15.感染症をターゲットとした創薬アプローチ (担当者: 櫻井 純)

Evaluation Criteria〉 講義に関するレポートの提出を求める．出席状況とレポー
トの内容で評価する．

Textbook〉 特に指定しない．必要に応じて資料を配布する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217061
Contact〉
⇒ Shinohara (+81-88-633-9145, yshinoha@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Itou (Institute for Medicinal Resources, +81-88-633-7290, kitoh@ph.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (Office Hour: Monday, 17:0019:00)
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